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平成 16 年７月新潟・福島豪雨（以下、「７.13水害」という）から令和６年で 20年の節目

を迎えます。さまざまな防災に関する取り組みの推進により、地域の安全・安心は着実に向

上している一方、近年の気候変動に伴う災害の激甚化・頻発化により、災害の危機性はます

ます増加しているところです。 

このことから、この 20年の節目を迎えるにあたり、７.13 水害から得られた教訓と防災技

術を後世に伝え、安全・安心な地域づくりにいかすことを目的として、「７.13 水害 20 年プ

ロジェクト」を実施します。 

 

●スタンプラリーの実施 

７.13 水害や治水・防災に関する施設を巡り、スマートフォンを使用したスタンプラリー

を実施します。まちの駅「ネーブルみつけ」、道の駅「パティオにいがた」、刈谷田川ダムな

どのチェックポイントのスタンプを集めた参加者には景品を贈呈します。 

▶実施期間：６～10月 

 

●巡回パネル展 

７.13 水害に関する写真や気象情報などの記録を展示し、水害の歴史や治水・防災につい

て学び、災害の記憶の伝承と防災意識の向上を図る目的として、巡回パネル展を実施します。 

▶実施期間：７～８月 

 

●７.13水害 20年シンポジウム 

 水害に関連する基調講演、パネルディスカッション（見附市長、地域団体代表らによる

７.13 水害の教訓とこれからの防災の取り組みについて）、越後見附太鼓による演奏、水害関

連パネル展示、降雨体験装置による降雨体験会を実施します。 

▶日時・会場：８月 25日（日）中央公民館 

 

●インフラバスツアー 

７.13 水害の被災箇所や治水に関する施設などを巡り、水害や治水に関する理解を深め、

洪水に対する防災意識の高揚を図る半日のバスツアーを実施します。 

▶日時：10月 27日（日） 

【本件の問合せ先】 

企画調整課危機管理室 担当:淺野 ☎（0258）62-1700（内線 311）   

見附のイメージキャラクター 

ミッケ 

 

「7.13 水害 20 年プロジェクト」を実施します 


